


平成4年度の決算がまとまりまし

だ。町政は，皆さんからの税金や国か

らの地方受付税等を財源として運嘗

されています。ここでは一般会計を

中山に図表であらましを紹介します。

平 成 5 年 度
明財政 状 況

｜歳｜入II 63億9,437万円｜

町税
19億3.050万円
(30.2%) 地方受付税 4

23億l.930万円

｛ 削%）：

一般会計
諸支出金等 I 
8億6.3207)円 I , ・羽音盤
(lJ.9%) 1 .. :. 10億95防円ー

(16－.・3%）ー： ／ .• 

農林水産業費
7億4.131万円
(12.日%）

｜歳｜出II 61億8,782万円｜
議会費 労働費
1億2.6407ヲ円 3.240万円
(2.0%) <o.5%> 

条
例
に
よ
り
、
町
の
財
政
状
況
を
4
1
年
に
2
回
、
町
民
の
み

な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
怠
っ
て
い
ま
す
。
今
月
号
で

は
、
平
成
5
年
9
月
初
日
現
在
に
お
け
る
平
成
5
年
度
予
算
の

執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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19億3.819万円（55.2%) 
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9億1.556万円（48.4%)
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町税の負担状況（町民｜人当り）
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人生を生きても、〈上で

t孟 人 歳 出 Z合~ 号｜

国 保 心ユL、 110 ,834 94, 144 16,690 

老人保健医療会計 171,717 168,639 3,078 

診療所会計 6,514 5,524 990 

簡易 水 道会計 4,465 3,852 613 

用地取得会計 6,413 6,413 。
用 ヨ正エ〉、 548 510 38 

奨学資金会計 111 90 21 
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（グラフの数値はこ予算制とそれに刈する執行率（%）を表してあります）

特別会計
f』主 人 歳 出

子 5字額 収入済制 収入本 す’ 鈎： 志向 支出済制 －~ ..出昨

[Ji! イ京 §！ミ、 lli窓3,684方向 Si窓 821)J'ドJ 44.7% 11 f芯3.6847]11] 3億7.438万円 32.9% 

一老人保健医療会計 191.CA, 092 7J円 7f.[4. 624 fi附 38.4 % 1りf.ff4.092万円 7f~8 . 733万向 40.6% 

診療所会計 5,810方向 2噌617万円 45.0% 5.810Jil'J 2.507方向 43.1% 

簡与JJ水道会計 3,737万円 1.608万円 43.0 % 3,737万ILJ J ,405万向 37.6% 

用地取得会計 6.077 h阿 3.378万判 55.6 % 6.077 JjJLJ 4 .537：ち．円 74.7% 

用 水 メ3ラ＂、 計－ 460万円 258力．円 56.l % 460））卜lj 53万円 11.5% 

奨竿資金会 iii・ 79万円 61 7J 円 77 .2 % 79JJI 11 13万円 16.5% 

企業会計 i~長 入 ;:& 出

（あさひ総合病院） 予 第 事rt 収入問者n 収入車 寸v 主｝ Ui 支出済組 文l品不

収益的収支 24億7,532万 件l J l似：61'.H)ILJ 44.7% 24｛む7,532力ilj lOf:Q'.9, 763Ti門 44.3% 

資本的収支 8.462万円 1, 7087］門 20.2% 1HJ:7 .243力llj 7,208万円 41.8% 

25f意5,994万円 1 l総2,:{21 Hドj 43.9% 26f.~： 4 雫 775 力 I'J llf.立6,971力．円 44.2% 

点比 入 iii と 出 差 号｜

収益的収支 229,888 231,004 ム 1,116 

資本的収支 7,494 16,890 ム 9,396

E十 237,382 247,894 ム10,512
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ことわざに！！，先人の知j与が；凝縮さitており‘
の微々 なことを見つけるこ とができますc

企業会計（あさひ総合病院）

町債の状況（目的別）
区 分 金 ~ft 機成上ヒ 区 分 金 客員 機成上ヒ

智長 ~ 、 ~－！＇ 30憶し784万問 80.1% 災害復旧償 2,388方向 0.6% 

総． 務 f質 4{,0:6,871万円 12.4% 臨時財政特例依 lfE9, 951万円 5.3% 

社会福祉償 6 '930 J.j問 1.9% その他卒業僚 4,543方向 1.2% 

保育所｛貧 8,943方向 2.4% その｛也会計 71;~5 , 181 Ti向 19.9% 

農 林 水産業偵 3f意4,548万円 9.2% 山崎診療所 1,173万円 ｜ 0.3% 

土 木 ｛賞 4f窓2,259万円 11.2% 簡易水道 4,623万円 1.2% 

公営 ｛主主償 41意9,334万阿 13.1% 用地先行取得 5,895方｜可 1.6% 

I潟 防 イ貨 5,657万円 l.5% あさひ総合病院 6f.怠3,490力IIJ 16.8% 

教 ．ぢ ｛策 81.~ 360万戸j 21.3% ぷ口入 37億6.965万円 100.0% 

J<f世コ？
多建 物 79,394附 ι

i有i面
巴出資金 6,715万円 3
‘＼ －~主金核立金 161：草 2 , 02 1万円 J
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薬石の言… 議や治療のように身のためになることlム忠告e

町有財の状況
－
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少
し
で
も
社
会
じ
恩
返
し
を
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治

さ
ん

（
幻
像

・
本
町
）

「
雌
か
に
忙
し
い
日
々
で
し
た
。
存
Mm

会
A
H
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
、
月
の
半
分
以

上
は
外
出
。
で
も
、
そ
の
お
陰
で
多
く
の
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苔女 下
茂周・あ

月 ． 3丸い
21 敏ち
E 子 や
きさん

G)@l@ 
失坊七
百P妻のもロ
Eの七 tハ．
3長沢占
隼男窪車く
10 届 .' 

月 T -tfJ.や
習藁 τ
E さん
三ん

人

V
Aゆ

方
々
と
出
会
い
、
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で
き

た
こ
と
を
幸
せ
に
思
っ
て
い
ま
す
。」

十
月
二
十
七
日
、
神
戸
市
で
聞
か
れ
た

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
の
席
上
、
加
藤
さ

ん
は
「
多
年
に
わ
た
り
老
人
ク
ラ
ブ
活
動

の
推
進
と
そ
の
育
成
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
」

と
し
て
、
県
内
か
ら
は
た
だ

一
人
、
全
国

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
会
長
表
彰
を
受
賞

t
し
宇品
ー
し
れ
～
。

「
受
賞
は
身
に
余
る
光
栄
。
ま
た
、
今

回
は
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
も
削
時
に
表

彰
を
い
た
だ
き
、
二
重
の
存
び
に
な
り
ま

し
た
」
と
話
す
加
膝
さ
ん
。
昭
和
瓦
十
八

年
か
ら
四
年
間
、
町
五
人
ク
ラ
ブ
迎
合
会

の
4
務
局
長
、
そ
し
て
昭
和
六
十
二
年
か

ら
今
年
三
月
ま
で
の
八
年
間
は
迎
合
会
の

会
長
を
務
め
、
婦
人
委
員
め
設
置
や
シ
ル

バ
ー
リ
｜
タ
ー
の
養
成
、
在
連
だ
よ
り
の

発
刊
な
ど
、
数
多
く
の
先
進
的
な
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

「社
会
の
高
齢
化
が
進
む
中
、
同
じ
毛

人
で
も
年
齢
屑
の
隔
た
り
ゃ
休
力
の
差
、

価
値
観
の
相
違
が
あ
る
な
ど
、
今
後
の
老

人
ク
ラ
ブ
に
謀
せ
ら
れ
た
問
題
も
多
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」
。
連
合
会
の
会
．
長
を
退

い
た
と
は
い
え
、

盟
店
な
知
識
と
経
験
を

生
か
し
、
八
十
二
歳
の
今
も
地
械
の
世
話

役
と
し
て
活
躍
を
続
け
る
加
藤
さ
ん
。

誠
実
で
出
和
な
人
柄
が
魅
力
。
「
長
生

き
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
社
会
か
ら
受
け
る

ご
恩
が
階
、
え
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
を
少
し

ず
つ
で
も
お
返
し
し
て

い
く
の
が
老
人
の

役
目
」
と
目
を
細
め
ま
す
。
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E
思
僻
し

｜
｜
ふ
る
さ
と
を
紹
介
し
て
く
だ

さ
い
。

里
見

両
知
県
の
土
佐
市
で
す
。

高
知
と
い
、
え
ば
、
坂
本
屯
馬
や
位

以
、
闘
犬
な
ど
が
有
名
で
す
が
、

大
川
に
い
ろ
ん
な
料
製
を
成
り
人
口

わ
せ
る
「

mw料
理
」
を
ご
存
じ

の
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
私
の

山
身
は
土
佐
市
の
宇
佐
。
遠
洋
漁

業
が
臨
ん
な
ま
ち
で
、
新
造
船
の

完
成
を
祝
っ
て
ま
か
れ
る
モ
チ
を

拾
っ
た
こ
と
な
ど
が
懐
か
し
い
思

い
出
で
す
ね
。

ー

l
朝
日
町
で
の
生
活
は
い
か
が

で
す
か
？

里
見

夫
の
仕
事
の
関
係
で
朝
日

町
に
来
て
二
十
三
年
。
失
も
高
知

県
（
奈
半
利
町
）
出
身
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
と
き
に
は
二
人
で
故

郷
の
話
も
し
ま
す
ね
。
で
も
、
私

－
ふ
れ
愛
こ
う
さ
点

。

高
知
県
土
佐
市

集革の事を言えIi揺が築ぅ －予知できぬ来年のことを言えば，そのいい加減きを鬼が笑うということ。将来のことは予測しがたいことをたと

えてい-jc 

オ）協
議l

君主務

和泉祐 子さん（21簸岐）

一－ wA朝日間中央燃料センター 一一

荒
川
4
丁
呂

里
見
美

枝
子
さ
ん

は
長
年
住
み
慣
れ
、
友
達
も
多
い

こ
の
町
で
の
生
活
が
と
て
も
気
に

入
っ
て
い
ま
す
。
土
佐
の
ν

い
ご
っ

そ
H

は
有
名
で
す
が
、
こ
ち
ら
は

人
情
味
あ
ふ
れ
る
人
が
多
い
よ
う

に
思
い
ま
す
。

｜
｜
こ
れ
か
ら
の
抱
負
は
？

里
見

現
作
「
あ
か
ね
」
と
い
・
つ

ビ
i
チ
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
仲
間
と

迎
に

一
刷
、
さ
わ
や
か
に
汗
を
流

し
、
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
町
に
は
来
年
、
新
休
育
館

も
で
き
る
と
か
。

ス
ポ
ー
ツ
を
し

な
が
ら
、
い
つ
ま
で
も
健
康
で
こ

の
間
で
れ
ら
し
た
い
と
い
う
の
が

さ
さ
や
か
な
．剛
い
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
大
好
き

今
年
の
四
月
、
高
山
の
短
大
を

出
て
J

A
に
就
職
。
迷
い
は
し
た

も
の
の
、
住
み
慣
れ
た
町
で
地
域

に
密
着
し
た
仕
事
が
し
た
い
と
思

い
、
故
郷
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

職
場
で
は
現
社
、

主
に
給
油
を

如
当
。
笑
品
開
で
応
待
す
る
こ
と
を

心
が
け
て
い
ま
す
。
お
客
様
の
顔

と
名
前
が
一
致
し
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
楽
し
い
同
僚
に
固
ま

れ
、
仕
事
に
も
慣
れ
て
き
ま
し
た
。

趣
味
は
ス
ポ
ー
ツ
。
休
日
に
は

ジ
ェ
ッ
ト
ス
キ
ー
や
マ
ウ
ン
テ
ン

バ
イ
ク
の
大
会
な
ど
を
見
に
行
〈

一
方
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
ス
キ

ー
に
出
か
け
る
の
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

の
ん
き
で
マ
イ
ペ
ー
ス
人
問
。

結
婚
も
ま
だ
先
の
話
で
す
が
、
や

さ
し
く
て
、
父
親
の
よ
う
な
男
性

が
理
想
の
タ
イ
プ
で
す
。

！ ⑨⑮⑧⑫》 ；

! 朝日町バレーボール ! 
I スポーy少年団 ！ 

橿宮警腔切願贈呈3I 
I 実力がついてきました I 
i 秘たち 「朝日町バレーボ ； 今年 7月には，新川地区 i
jールスポーツ少年団J は， ： バレーポールチームのり－~

i昨年の少年少女バレーボー ；グ戦に男子は6部，女子は i
jル教室を機に今年の4月 ； 5部に初めて参力山ても i
l 3年妨げに再結成された新 jらいました。しかし，結栄！
（しいスポーソ少年団です。 ：は散々。男子が辛うじて l t 
i新しいといっても，過去に ：セy トを取っただけで，全 i
！は10年以上の歴史と伝統が ；敗に終わりました。でも， ! 
iあり，今年も聞かれている ：この悔しさを忘れずに一生 i
；バレーボール教室の参加者 ；懸命練習して，次の小学生 1
jといっしょになって活動し j大会ではぜひ l勝をあげた｛
1ています。 ；いと思っています。 ！ 

！ メンバーは，五箇庄，泊， ； また，今年8月には，滋 j
I i菊保，山崎，笹川の各地区 j 釘県栗東町のスポーツ少年 ！
jから集まった小学生で，教； 凶の皆さんと交流。楽しい j
j室参1J同と含めると男女合 j2日間を過ごすことができ ! 
: わせて35名になります ；ました こうした楽しい総：

i 練習は紙週土曜日の迎l －験も生かし，これからもが i
i回ですが，結成当時に比べ；んばっていきたいと，メン i
jると着実山一 ：パイ張り切ってしま j
ています。 ；す : 

・レ
’』

－q
J
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す’A只
叫
脚

，胡
H
M
L
乙
介。～ハ成

ゐ
O
L

－
桝
開

広
報
係
で
は

「ふ
れ
愛
ご

一
変

…
－
っ
さ
点
」
の
各
コ
ー
ナ
ー
に
…

賊

…
出
て
い
た
だ
け
る
人
や
グ
ル
…

ぬ

…
｜
プ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

一
一M

「
出
て
み
た
い
」

「出
し
て

…
ィ

あ
げ
た
い
」
人
が
お
ら
れ
れ

…
ば
、
広
報
係
（
合
役
場
内
線

…
L
F

…

E
0
4）
へ
ご

一
報

を

。

…

尚－三
宅

・
平
成

5
年
刊
は
月
号
＠
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冷夏に長雨，そして台風の

せいか，今年の紅葉はし、ま一

つ。鮮やかさに欠け，控えめ

に映ります。

今年も残 l）わずか。来年度

予算を国にお願いする時節jと

なりました。ところが，殺験

のなさか，官僚まかせか．連

立与党を相手に今年はなかな

か先が見えてきません。

日i：年までは．与党の道路部

会や農林部会などのいろんな

部会があ り． 全国組織の要望

をとりまとめて予算折衝を行

い、 ときには政治的判断のも

とに事業が進められてきまし

た。しかし今年は．陳情書を

要望書にした方がよいとか， ・7吋』ザ脱皮切£／（nrn.・ 

0・
つ

〔
ダ
イ
エ
ッ
ト
）
（

4
歳
児
）

（
「
ど
い
て
よ
、
そ
こ

j
」
と
言

い

な
が
ら
保
育
所
中
を
走
り
回
る
手

供
た
ち
を
見
て
）

保
母
「
あ
ん
た
た
ち
、

な
に
し
と

る
が
。

マ
ラ
ソ
ン
ク
」

A
ちゃん
「
あ
の
ね

l
え
、
わ
た
し
た

ろ
や
せ
る
が
に
日
し
っ
と
る

の
／
」

保
母
｜
、
η
ク
ツ
｜
（
私
も
仲
間
に

入
れ
て
も
ら
お
う
か
な
）

〔
虹
は
S
時つ・）
（

3
歳
児
）

f'v1 ,--. 
字 り

「〈・ 1ん
ろ・じ・先ご
く・見生狩
じ・え 、り
ったノ《に

てよス行
、 」 σヲつ
中て
かき
らて
ろ）

｛呆
母

ぞ
れ
時
計

佐 川
母 下
「〈・ 1の
そじ・，赤こ
れのやと
こ黄？
虹と色」
つ」 σ3
てき
言 れ
うい
のz r1. 
やろ

企CAROL(?)

.，，.＇！！－γ 

企 ミスター桃（13) &KOi×2( 16) 
人数を絞り，大蔵省では丁車

に説明をとか．さまぢまな｜官

報が耳に入ってきます。

とはいえ．わが町では，歴

史公悶周辺の撃事情事業は農林

水産省，宮崎 ・境周辺の税制ii

については建設省のや菜採択

を受け，来年度から着手できる

ことになりました。また．新

川広域圏の清耐センタ一建設

ャA
F

」

何
ちゃん

「
で
も
・
：
。

ろ
く
じ
き
れ
い

や
っ
た
よ
」
（
思
い
込
ん
で
い

る
何
ち
ゃ
ん
で
し
た
）

（
歯
み
が
き
）
（

3
歳
児
｝歯

み
が

N
ち
Z
「
N
の
お
父
ぎ
ん
、

か
ん
と
寝
る
よ
」

K
ちゃん
「
パ
イ
キ
ン
や
っ
つ
け
る
か

ら
み
が
か
ん
な
ん
が
に
：

」

N
ち
ゃん
「
K
ち
ゃ
ん
の
お
父
手
ん
は

み
が
か
ん
が
つ
・
」

K
ちゃん
「
み
が
く
よ
」

N
ちゃん「

N
の
お
父
手
ん
も
後
で
み

が
く
よ
」

保
母
「

l
く
ん
の
お
父
手
ん
は
つ
・
」

l
くん

「
い
つ
も
み
が
か
ん
が
」

保
母
「
ダ
メ
ね
。
み
が
か
ん
に
ゃ

虫
歯
に
な
る
ね
」

広
報
ク
イ
ズ

〔
問
題
〕

＠
米
年
ぽ
な
に
年
？

＠
と
り
年
⑮
い
ぬ
作

。
う
ま
年

②
ヂ
成
4
年
皮
の
町
の
決
昨
で
、
必

人
の
、7
ち

一
品
多
か
「
た
の
は
？

④
州
川
町
⑮
以

・川
ド小ト
ベ
山
令

。
地

ん
交
付
悦

＠．
川
の
美
術
M
択
は
今
年
て
判
川
口
？

＠

ω川
⑮
ロ
川

⑤

M
凶

（
応
募
方
法
）

会
は
が
き
に
符
え
の
記
サ
、
休
日川

氏
名
、
年
齢
を
古
い
て
日
付
U
H
ま

で
（
当
円
消
印
有
効
）
に
判
円
町
役

場
総
務
謀
総
匙
広
報
係

（〒
矧
｜
町

朝
刊
町
道
下
l
I
3
3
｝
へ
送
ゥ
て

く
だ
さ
い
c

抽
選
で
3
人
に
テ

レ
ホ

ン
カ

i
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す

食
前
闘
の
当
選
者
は
、
あ
に
き
き
ん
、

夕
立
さ
ん
、

A

O
ー
さ
ん
で
し
た
£

な
お
、
今
月
は
投
稿
者
多
数
の
た
め
、

イ
ラ
ス
ト
掲
載
は
ク
イ
ズ
正
解
者
で

住
所
、
氏
名
の
明
記
さ
れ
て
い
る
方

に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

についても厚生省との協議に

入りました。f;i島重な土地を提

供いただいた皆様に心から厚

くお礼申し上げます。

景気が停j部する中．社会資本

主主備への予算の重点配分，所得

税減税などを通じ， 一－Bも半

〈最気が回復することをt~J[\,¥ 

今年も要望書を手に上京を重

ねています。 (l l月15l:l ~L'. ) 

－
平
成

5
年
刊
は
月
号
。

事現（;t長L 美しい物．すぐれた物I.ti努つきやすいということ，

⑮ 

男女の｛中のむつまじいさまをたとえていう。連理の枝......f世のイくの伎と速なうて，木闘の将liillじたHτ 夫婦．まに
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羽田『
蓄
術

の
紋

部

U
回
朝
日
町
美
術
展
が
叩
月

幻
自
か
ら

M
日
ま
で
の

3
日
問
、

あ
さ
ひ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
ホ
ー
ル

「
ア
ゼ
リ
ア
」
を
会
場
に
開
か
れ
ま

し
た
。
美
術
展
に
は
、
今
年
も
高
校
生

を
は
じ
め
と
し
て
幅
広
い
年
代
か

ら
絵
画
や
書
、
彫
刻

・
工
芸
、
写

真
の
4
部
門
仁
川
点
の
力
作
が
出

品
さ
れ
、
新
し
く
会
場
を

「
ア
ゼ

リ
ア
」
に
修
し
た
と
い
う
ニ
と
も

第10回
ビーチボール
競授会

去る9月に開催されだ第10回全国ピーチボール競授大会に参

加され定方々から，敏多くのおネしの手紙ガ寄せられました。実

行委員会では，これらのお便りを励みに，舎後の大会運営に臨

み疋いと思っています。

全国各地方ら多くの
感謝と励ましのお便り

』
事
－

a制
御
古
内

あ
っ
て
連
日
多
く
の
町
民
が
鑑
賞

に
訪
れ
ま
し
た
。

審
査
員
講
評
〈
絵
画
〉
油
彩
、
水

彩
、
墨
彩
、
木
版
、
デ
ザ
イ
ン
と

ジ
ャ
ン
ル
の
幅
の
広
が
り
は
、
地

域
に
お
け
る
造
形
表
現
意
識
の
拡

充
の
姿
と
み
と
れ
て
喜
ば
し
い
。

本
年
は
展
示
ス
ペ

ー
ス
が
変
わ
っ

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
今
後
の
発
展

に
寄
せ
る
公
持
ち
も
さ
ら
に
深
く

な
っ

た

。

（

松
介
唯
司
）

〈書
〉
今
年
は
レ
ベ
ル
的
に
も
技

術
的
に
も
向
上
し
、
又
多
彩
で
山

口
問
点
数
も
昨
年
を
上
廻
っ
た
。
入

賞
作
品
は
完
成
度
も
尚
く
優
劣
を

つ
け
る
の
に
多
少
時
間
が
か
か
っ

た
。
な
お
、
入
選
作
の
中
に
は
数

卜
庶
民
国
き
込
み
不
十
分
な
も
の
、
又

は
師
風
の
外
見
の
模
倣
に
終
わ
り

一
見
無
表
現
な
作
品
が
あ
っ
た
の

は
残
念
だ
っ
た
。

（
水
島
俊
光
）

〈彫
刻

・
工
芸
〉
昨
年
に
く
ら
べ

出
品
点
数
は
少
な
か
っ
た
が
、
内

容
は
や
や
向
上
し
た
と
見
受
け
ら

れ
る
。
多
数
の
資
材
を
使
尉
す
る

部
円
で
あ
り
そ
れ
な
り
に
素
材
を

使
い
分
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

（
殿
村
万
謙
）

〈写
真
〉
写
真
は
シ
ン
プ
ル
で
あ

る
の
が
松
山
条
件
で
あ
る
。
余
分

な
も
の
は
出
米
る
ど
け
削
除
し
、

必
要
に
応
じ
レ
ン
ズ
の
交
換
も
必

要
と
な
る
。

vv克
は
ひ
き
算
、
カ

メ
ラ
は
た
し
算
と
言
わ
れ
る
ゆ
え

ん
で
あ
る
。

（
能
’
局
誠
こ

な
お
、
町
展
大
賞
に
姉
い
た
の

は
次
の
方
々
で
す
。

絵
画
の
部

書
の
部

彫
刻

・
工
芸
の
部

写
真
の
部

加
藤
景
子

更
田
俊
子

林

和

子

高
桜
龍
一

－
先
月
の
全
国
大
会
で

は
、
町
長
さ
ん
を
は
じ
め

町
民
の
皆
様
の
温
か
い
応

援
の
中
で
競
技
で
き
た
こ

と

心
よ
り
う
れ
し
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

年
老
い
た
私
に
は
昨
年

が
故
後
の
試
合
か
と
思
っ

て
お
り
ま
し
た
が
、
第
叩

回
記
念
大
会
と
い
う
こ
と

で
、
今
回
は

ω歳
以
上
の

部
も
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
、

ま
た
ま
た
、
あ
の
感
動
に

ひ
た
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
，
l
i
l－－＆
寸
の
ニ
の
以
μ

び
を
お
伝
え
し
た
く
、
ペ
ン
を
と

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

＼
京
京
都
附
山
市
の
J

f

武
田
ト
ミ
エ
さ
ん
」

「
｜
｜
｜
開
会
式
で
悩
生
市
の

旗
を
目
に
し
た
と
き
は
、
町
を
あ

げ
て
の
歓
迎
と
心
配
り
に
と
て
も

－
朝
日
町
美
術
展

⑪

一
県
ジ

ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
中
学
校

一
陸
上
大
会

（
%
県
営
股
上
競
妓
場
｝

－
男
子
山
仲
高
跳
び
l
位

市

部

一
成

一
・
女
千
m
M
陣
存
1
佐

川

内

純

一
県
高
校
学
年
別
陸
上
競
技
大
会

（
%

一
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誌 の脅・・・老いた防長年の経験から独自の知恵を持っていて、iiiの判断に迷うことがない。経験を績んだ者の知恵に従えIi.酬を誤らな
いということe

以前は日本人の兇除｜の第H立

を内めていた脳卒中も . ~療技

術の発i主によ って.:EJl{1：で与は第

3位にまで下がリました。しか

し脳卒r11による死亡半が下カfっ

たといっても，半身不随や失語

症といった重い後遺訟に苦しめ

られている患者さんは沢山おら

れます。脳十：中になってからで

は通いのです。いまや予防する

時代になっているのです。

どフしたら千防できるのでし

ょうか？縦しくはありません。

脳卒中に一番悪いのは高血圧で

す。 1 日の J~IづHff耳兄Z：：を 10 グラ

ム程j立に抑えましょう。「l沫噌1・｜・

は薄いのにしています」とおっし

ゃる忠者さんも， 1 Aに3杯飲

めばそれだけで必~.ii1 を越えて

しまいます。ラーメンのit"を全

部飲むとこれだけでも10グラム

の塩分を取ってしまいます。

次に，僻尿病も脳卒中の大き

な誘因です．病院でしっかり治

療しましょ う。また．コレステ

ロールが 卜J／.しても脳卒・中の原

因とな 1）ます。動物性脂肪をひ

かえ，繊維分を多く合む食事を

取ることが必要です。

最後に．適度な運動も大切で

す。少し半足で1Rに30分歩〈。

だれにでもできる）t(も効染的な

運動です。健康にl湖心を持ち，

些かなや前を＊しみましょう。

我が心石にあらず，転ずべからず……自分の心Lt.石ころではないから，ころがすことはできない，心の確図不動のさまをいう内
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ります。問い合わせは生雄学習館（fi82-1294）へ。

「釣りバカ日誌6」＆「男は

（ ；令たい石の上でふ 三年すわリ続ければB~ まるの意

＠ ~i 月 16日 （白）

－午後6時～

つらいよ寅次郎の縁談」
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から転ヒたもの）

川木田川制緩野日I~－、

消
防
署
に
新
鋭
四
駆
救
急
車

。日時

ri｛］り；＇＼カ日誌；6」のロケitf!は，草月日回Tの

友好都市，岩手県釜石市。広大な太平洋そ

舞台に釣りパカコンビが豪快なアイナメ釣

.iE 
就学 ・就業等により， 千｝ド止が1’！JIJ町
にないHで， ご家族が~If内に住んでい

る方や，lI J j以降にIHT内に転入された

J；も，刺II側lの成人式に山l市できます。
希望されるHは.12}]15日までに教
育委員会へご連絡くださL、
（官邸 一1100 内線 3'05)

名簿！と名前ガ載っていなくても
「成人式Jには出席できます。

こ
の
ほ
ど
、
H
ぶ
消
防
協
会
か
九

寄
納
を
受
け
、
消
防
官
の
紋
急
車
が

更
新
き
れ
ま
し
た
。

町
で
は
、
ょ
の
救
急
小
に
心
五
凶

モ
ニ
タ
ー
計
や
血
似
川休
刊
川
の
シ
ョ

ッ
ク
ハ
ン
ツ
な
ど
を
設
置
、
よ
り
一

肘
救
急
教
へ
叩
本
の
向
上
を
凶
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
《

りに挑戦します。

－
平
成

5
年
刊
は
月
号
＠



~朝日町社会得祉協議会は，

皆さんと共に地域の福祉向

上を目指す福祉団体です。

・場所

朝日町福祉センター内

会 83-0576

p
 ，L、
給
与

’w
d品川

－aF 
し
あ
わ
せ
な
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を

｜
｜
朝
日
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
つ
ど
い
ー
ー

山
月
初
日
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・

ホ
ー
ル

「
ア
ゼ
リ
ア
」
で

「
朝
日

町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集
い
」
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

ヨF勾，.，

一

町

の

社
会
福
祉
協
議
会
と
ボ
ラ

一
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
、
ボ
ラ
ン

一
テ
ィ
ア
友
の
会
の
皆
さ
ん
の
協
力

一
を
得
て
聞
い
た
こ
の
集
い
に
は

約

2
0
0
人
が
参
加
。

「
人
形
の
家
」

の
皆
さ

ん
に
よ
る
人
形
劇

二

寸
法
制
H

が
披
露
さ
れ

た
の
を
は
じ
め
、
富
山

県
児
童

・
生
徒
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
体
験
作
文

に
入
選
し
た
南
保
小
蛭

谷
分
校
4
年
北
山
未
設

さ
ん
の
「
日
人
の
さ
わ

や
か
活
動
」
と
題
し
た

作
文
朗
読
、
浦
田
浩
魚

津
市
教
育
長
の
講
演
な

ど
も
あ
リ
、
参
加
者
た

ち

は

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

活
動

に
つ
い

て
の
理
解

を
様
め
ま
し
た
。

、牛J】 …
a？＇~祭勾フ弐作『：．豆1き巳主7 川沙；、易宅早
．主下 リ l:l<、苦 d哩斗 i'i:AJJ 主i 
詠~~ ~ 存 t 金善ぎ 去 ＆ 嚢
γi蒜ti. I~＇. /: ~《 Z を fち 警
ヲ雇 主 令 ; ·~. む 1'. v タ j(.~ . 

九三Z~ :, .，，合？善読 ま i主主
二 品 川め口 m A . - ・' 
d品、会 号＇ 1 築 指’~· 総
書u＝ ~ 1'.f.手持持ぷえ 予主

主主払，'K.t ち・＂~ ： ，；＇：＞·~・1お氾・市Y民法窓会

幅；護：：i加同
10月27l:i' l"＇~・1議県で｜刻m：さ れ

た第12回全L1'.I在人クラブ大会の

席上，車Ji臼町主人クラブ！ill合会

と前会長の加J徐善治さんが主人

クラブ的動の子ft）；［に以献したと

して， 会［J'.I ~ 人 クラブj生介会の

会長表JJ：~を交賞しました。

〔
側
助
会
員
加
入
状
凶

た
だ
い
ま
募
集
し
て
お
り
ま
す
前

社
協
の
佼
助
会
民
に
次
の
万
々
か
ら

加
入
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

山
折
田
誠
、
大
半
初
治
、
長
井
Nm
男
、

柳
下
重
次
、
河
端
境
士
口
、
荒
尾
与
一二
、

肝
れ
川
氏
じ
口
、
竹
中
覚
、

小
谷
燐
義
、

羽
越
市
．栄
、
昨
俊
之
、
由
州

一
男
、

森
出
克
己
、
兵
部
繁
松
、
折
谷
武
彦
、

竹
中
山
的
、
井
上
恒
好
、
内
山
香
一司
、

末
上
多
涼
子
、
長
津
喜
代
二
、
後
隊

ム
ツ
〆
丁
、
越
似
ス
ミ
イ
、
竹
内庁
弘
、

岩
村
鴻
八
郎
、
岩
村
さ
よ
み
、
五
イ

ヨ
子
、
坂
機
恭
夫
、
水
野
草
、
附
島

明
、
折
谷
行
栄
、
森
松
寿
、
平
崎
や

へ
、
制哨

m幸
子
、
問
こ
と
み
、

ん円同紙

治、

水
間
禿
縦
、
橋
本
治
件
、
制
市

中
山
男
、
t
n
出
伝
帯
、
昨
川
谷
洋
一
、
小

松
芳
一
様
、
中
村
義

一
、
大
平
勉
、

m
－…

坂
三
一

、
権
秀
年
、
越
沢
登
喜
雄、

河
村
久
人
、
中
島
区
、
越
間
昔
二
、

藤
間
勝
二
、
篠
田
フ
サ
、
川
崎
久
美
、

越
間
正
次
、
器
開
嘉
信
、
越
沢
希
彦
、

岩
田
和
総
、
沢
本
喜
八
、
山
本
明
、

竹
中
学
三
、
石
井
文
子
、
心
れ
井
繁
雄
、

M
3

b

ト’
4
L
’・
、
、
11
3
J
、
、
il
－－・5

－

：
i

l

l
1
j

l

l
i
－
 

4
4
j
i－

－i
r

a
－
－
会

ノ

s
’ι1
－

大
野
隆
義
、
大
針
常

一
、
今
江
秀
男
、

右
拘
博
中
学
、
川
縦
光
之
、
川
瀬
与
一二

百
、
川
断
山

一
、
川
瀬
与
三
級
、
小

川
節
夫
、
’
わ
井
潔
、
川
瀬
茂
、
川
瀬

一向
ム
い
ず
、
河
端
昭
布
、
刈
端
な
み
子
、

九
里、
ン
カ
、
九
里
竜
蔵
、
九
市
一裕
子
、

七
滞

μ二
、
七
滞
み
つ
之
、
ん
虫
件

十火
‘
九
mh
忠
子
、

九
山中
んみ
つ
・
礼
、
山

本
篤
如
、
山
本
文
子
、
八
政
労
男
、

山
本
ま
っ
、
ぇ、

山
本
義
元
、
九
里
栄

作
、
九
豆
幹
恋
、
河
端
消
次
郎
、
河

川
刷
み
つ
、
ぇ
、
河
端
き
く
え
、
八
肢
は

な
え
、
九
里
正
態
、
山
本
哲
削
、
山

本
智
恵
子
、
七
沢
公
明
、
七
沢
つ
や
、

七
沢
寛
、
七
沢
勝
明
、
七
沢
幸
子、

七
山
茂
峰
、
七
沢
な
つ
・4J
、
七
れ
て

る
、
山
本
キ
ミ
、
九
民
静
子
、
柏同
制

宣
博
、
高
瀬
竹
松
、
斉
藤
俊
光
、
斉

隊
明
子
、
大
久
保
伊
長
、
池
出
平
八

郎
、
沢
崎
幸
三
、
井
山
半
縦
、
石
儲

ω村
、
井
口
一
郎
、
消
水
年
、
土
朋
慌

て
土
問
美
智
代、

土
問
純
、
門
U

一
郎
、
鍛
泊
中
寸
、
清
水
功

一
、
高
田

勉、

鍛
冶
昭
三
、
高
岡
清
美
、
石
井

康
範
、
鍛
治
長
造
、
消
水
茂
、

ι
川
水

時，z I 

富
山
職
業
能
力
開
発

短
期
大
学
校
学
生

募
集
定
員

機
械
シ
ス
テ
ム
系
：
・

ω人
電

気

・
電
子
シ
ス
テ
ム
系

：
初

人

情

報

シ

ス

テ

ム

系

・；
加

入

居

住
シ
ス
テ
ム
系
・：
加
入

願
書
受
付
け

平
成

6
年

1
月
叩

朝
日
町
職
員
募
集

朝
日
町
職
員
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

採
用
予
定
人
員

V調
理

員

若

干

名

応
募
資
格

調
理
買
の
免
許
を
有
す
る
か
来

年

3
月
ま
で
取
得
見
込
み
の
人
。

応
募
手
続
き

申
込
用
紙
に
履
歴
書
等
を
添
え

て
役
場
総
務
課
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

くらしの情報室

受
付
期
間

平
成

5
年
ロ
月

1
日
附
か
ら
ロ

月
初
日
開
ま
で
。

詳
し
く
は
役
場
総
務
課
人
事
係

（
宮
役
場
内
線

2
0
7
）

へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
か
ら
お
日
ま
で

試
験
日

平
成

6
年

2
月

8
日

問
合
せ

応
募
資
格

・
試
験
利
目

な
ど
詳
し
く
は
富
山
職
業
能
力
開

発
知
期
大
学
校
学
務
課

（
告

0
7

6

5
1
μ
1
5
5
5
2
）

へ
。

夢
産
地
講
演
会

日
時：

ロ
月

mm
日

ω午
後
2
時
か

レヲ

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ

・
ホ

l
ル

場
所
「
ア
ゼ
リ
ア
」

講
師

栗
山
富
士
八
氏
（
「
釣
り
パ
カ

日
誌
」
監
督
）

演

題

「
釣
り
パ
カ
日
誌
」
と
仲

間
た
ち
入
場
は
無
料
で
す
が
、
入
場
務

担
券

（
生
惟
学
的自
館
、
「
ア
ス
カ
」

イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
等
に
あ
り

ま
す
）
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
生
流
学
皆
館

（
宮
位

1
1
2
9
4
）
へ
問
い
合
わ
せ
を
。

第
川
田
富
山
県
女
性

美
術
展
巡
回
展

会 ま 期
場 で 間

ロ
月

4
日

ωか
ら
目
白
川

ふ
る
さ
と
美

術
館

－
ふ
く
し
の
窓

＠

一
江
、
高
田
憲
次
郎
、
高
田
千
鶴
子
、

石
井
多
雅
子
、
清
水
制
子
、
清
水
信

一
、
出
水
節
チ
、
門
口
雨
明
、
鍛
川
市

内仏
、
山
れ
削
均
五
一
、
品川
水
似

一
、
佐
山
口

久
雄
、
松
出
穀
、
松
閉
み
さ
を
、
沢

田
修
、
沢
田
み
つ
ゑ
、
古
沢
茂
、
松

川
和
夫
、
西
凶
一日
二
、
河
村
議
、
数

曲家
持
縦
、
四
村
敏
雄
、
数
家
敏
、
組

村
功
、
数
家
宰
治
、
西
井
雅
邦
、
凶

井
昭
夫
、

一白
井
主
子
、
水
口
幸
裕
、

西
岡
岩
夫
、

ヰ寸
聞
冨
士
夫
、
西
田
和

美

以
上
陥
名
、

間
口
｛

8
月

μ
円

以
後
の
賢
助
者
の
氏
名
は
、
次
号
で

叫
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
あ
た
た
か
り
志

争

経

＠

朝日町善意銀行

，ぐ
司
）

（

川

月

l
日
t
H
月
問
自
）

O
笹

川

竹

内

俊

一
さ
ん
か
ら
悩
祉

泌
出
料

1
0、
0
0
0
円

。刺H
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
友
の
会
さ
ん

か
ら
悩
祉
の
府
売
上
金

、

l

pb
，
D
A
u
n
v
ハv
T

あなたの替培頃ゆへ
制 12月1白から「歳未《 け
あL＼募禽運動」が始君主ります店
各¥ti＂色弱民生委貨場編丙会：さん、. ＇司，
力、ら F愛の袋」がお宅に届きました

ら，皆さんの心温まる善意を入れて

ください。

募金期間は 1~月ぱ回までです。

町民総合体育館
公mu1838

整E里
求人職穫 年齢 賃金 性主IJ

就業場所 採用 資免格経験
番号 内 休 日 人数 言午 等

コース管理作業
18才～ 200,000～ 

男
朝日町横尾

8 
不問

45才 250,000 日祝． 4週 5休 経験者優遇

2 製かんエ 18才～ 150,000- 男
朝日町草野

2 経不験問者優遇48才 300,000 日祝，第 l土曜

3 営 事長
20才～ 130,000～ 

5号
朝日町桜町

2 
高校卒業

45才 180,000 日祝，第2,4土犠 普通免許

4 き誕 造 エ
18才一 160 100～ 

男
朝日町大2震度

3 不不問問40才 203, I 00 日祝.~手 105 日

5 営 業
18才～ 120,000～ 

5月
朝日目T，自

2 
高校卒業

40才 280,000 日祝，第2土犠 普通免許

6 事 務
20才ー 130,000-

女
朝日町道下

2 
高校卒業

員 45才 140,000 日祝，隔週 普通免許

7 店 18才ー 115,000～ 
女
草月日田T泊 不問

員 55才 120,000 臼他 普通免許

8 寮母 不問
140,000～ 

女
車耳目田J~自

2 
不問

（臨時｜：年間） 150,000 月平均8日 不問

9 調理業務 50才～ 120,000～ 男女
朝日目T湯の綴

2 
不伺

60才 150,000 会社指定日 4寺になし

10 ホール担当 18才～ 155,000- 男女
朝日町：s

2 
不問

調理担当 40才 220,000 月曜，その他 不問

平成5年12月分ホット求人情報入
場
料

無
料

税
代
の
日
山
県
女
性
の
美
術
の

動
向
を
じ
っ
く
り
ご
民
く
だ
さ
い
。

義
眼
の
調
整
及
び
相
談
会

日
時

日
月
幻
日

ω午
前
9
時
か

ら
正
午
ま
で

場
所

身
体
防
当
者
更
正
相
談
所

（
白
山
市

h
金

合

0
7
6
4
1

幻

l
1
1
6
1
）

技
術
員

側
カ
ジ
ヤ
マ
プ
ロ
テ
ー
ゼ

「
福
祉
の
し
お
り
」
を

お
渡
し
し
ま
す

身
体
障
害
者
手
帳
を
持
つ
人
が

利
用
で
き
る
福
祉
制
度
が
書
か
れ

た

「
制
祉
の
し
わ
ね
り
」
を
無
料
で

お
披
し
し
て
い
ま
す
。
希
望
者
は

役
場
住
民
課
稲
祉
係
の
窓
口
へ
お

・申
し
出

く
だ
さ

い
。

合「業人情報一覧表Jむこ事I）織下さい。（商工銭光諌カウン？ーに展示）

ーよ 〈わしいことは。 魚津公共議集安定所草月自分宣 告82-0198へお問い合わせくだεぃ．

エに主わりて請わず，すに誌わりて告らず －上｛立の者に対しておベゥかを使勺て機嫌をと ったりせず，下位の者に対していlまらない。b

－
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一り

一
国
民
年
金
保
険
料
の

什

つ
斗

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま

いふ

「
ぃ
↑
せ
ん
か
っ
・

出町

一守二百』

一

一川

口
H一
今

年

の

同

氏
年
全
保
険

判

一
金

一
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま

m

訂
山
｜
一
せ
ん
か
。

引

な

一
ー冒
冒
・
・

一

五

口

ロ
戸
」

保
険
料
の
納
付
を
怠
る
一
部

と
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受

’
絵

け
る
た
め
に
必
要
な
期
間
が
満
た

、
比

せ
ず
、
年
金
が
受
け
ら
れ
な

い
ば

桝

か
り
か
、
た

と

え

受

け

る

こ

と

が

致

で
き
て
も
年
金
制
が
少
な
く
な
っ

崎

た
り
、
万
が

一
の
場
ム
日
も
障
害
基

j

礎
年
金
や
遺
放
基
礎
年
金
を
受
け

‘
れ

前

ト
φ

る

こ

と

が

で

き

な

く

な

る

こ

と

が

いれ
HO

あ
り
ま
す
。

”

ζ

ユ

イ・、

と
り
わ
け
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の

1

つ

給
料
か
ら
の
天
引
き
と
異
な
り
、

州ιA口

県
業
や
自
営
業
な
ど
の
方
々
が
自

のヲて

分
自
身
で
納
め
る
た

め

忘

れ

が

は
、
』
リ

ち
に
な
っ
た
り
、
こ
か
丹
、
三
か

＼

か
し
レレ

月
と
滞
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
ま
す

切

だ

ま
す
納
め
ず
ら
く
な
る
こ
と
も

あ

n

裕

る
よ
う
で
す
。

毎
月
き
ち
ん
と
納

制

め
る
た
め
に
も
口
座
振
替
が
便
利

tし
、
岬，A

で
す
。

な
と

主
杏

た

な
お
、
納
め

忘

れ

が

あ

る

か

な

は

う

ど
、
保
険
料
に
関
す
る
問
い
合
わ

山花

ハ、

せ
は
、
役

場
国
民
年
金
係
へ
。

ぇ伽
い

－
平
成
5
年
ロ
月
号

＠



－
あ
し
ら
せ
か
わ
ら
版

⑪

道
路
除
雪
に
ご
協
力
を

印
月
間
日
か
ら
実
施
本
部
設
置
ーー
ー

－
お
騒
せ
し
ま
す

大
型
機
械
を
使
用
す
る
た
め
、

沿
道
の
皆
さ
ん
に
は
早
朝
か
ら
騒

音
や
振
動
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

・
除
雪
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
要

望
は
町
内
会
長
を
通
じ
て
左
記
へ

。

〈
国
道
〉
建
設
省
出
部
凶
道
統
引

出
鋲
所
（
告
白
1
1
7
1
4
）

〈
県
道
〉
嵐
山
県
入
料
土
木
小
務

所
（

宮
η
1
1
1
3
3
）

〈
町
道
〉
朝
日
町
役
場
内
道
路
除

雪
本
部
（
宮

m
i
l
l
0
0

時

間
外
は
告
白
1
1
9
7
7
）

－
除
雪
時
間

積
雪
状
況
に
よ
り
適
宜
行
い
ま

す
が
、
通
勤
通
学
に
合
わ
せ
て
早

朝
除
雪
を
重
点
に
実
施
し
ま
す
。

・
被
害
防
止
の
た
め
に
標
識
を

除
雪
に
よ
り
被
害
を
受
け
や
す

い
沿
道
の
物
件

（
納
木
・塀
尚
一等
）

に
は
、
赤
布
を
付
け
た
サ
オ
な
ど

の
楳
識
を
設
け
て
く
だ
さ
い
。

－
事
故
防
止
に
協
力
を

除
雪
作
業
は
大
刑
1

機
械
で
行
う

た
め
危
険
で
す
。
作
業
範
開
内
に

は
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。級官物品物

コミュニティリーダー養成講演会
・金沢経済大学西正彦教綬

天沼裕子ピアノコンサート

1 121 1 ~（±） 

I ~~~~~日）

愛
の
献
血

協
力
者
名
（
同
月
実
施
分
、
会
印

は
州
β

刷、

※
印
は
成
分
、
そ
の
他

は

m
M
献
胤
者
）

境
地
区
※
水
島
明
香
、
水
島
直
哉

水
島
摩
耶
、
水
島
綾
英

宮
崎
地

区
公
松
本
研
一
食
松
本
京
子
、

水

院間協蹴他翻諸国生活！嶋田嚇
%略目問

くら しの情報室

歳末特別醤戒のサイレンを次のと

おり吹鳴します。火災と間違えない

ようご注意ください。

・日時 12月四日～12月31日まで

午前7時と午後9時

・吹鳴方滋 15秒吹鳴のあと 6秒体

み（継続3回）

11月分（品川JO日現在翻査）

イi

前年同月比

平均価1 絡

前月lt

+ I 

II月

132 
－ 

，，， 

r. 

ソリ

（行｜ザ己 ifl 

「’

"" 

3ゲ

栗山富夫氏

吉田ピアノ教室クリスマスコンサート
・ゲスト YK Kスウインクオーケストラ

夢産地講演会
• r釣りパカ臼誌Jftij督

住吉由佳子絵画個展

11 ~／］~（±） 

112/17樹

1121伊）

島
北
子

笹
川
地
区
※
竹
内
応
対
実

※
折
谷
希
代
乃
※
竹
内
静
チ
、
長

井
敬
樹

泊
地
区
※
越
坂
友
栄
※

荒
尾
ヤ
ス
子
※
大
村
浩
※
名
取
貴

※
加
藤
俊
志
※
魚
津
礼
子
※
深
松

俊
枝
※
折
谷
一
美
※
寺
崎
昭
彦
※

米
田
淳
※
梅
沢
雅
一

※
桝
井
正
義

※
寺
田
栄
治
※
松
原
年
子
※
一千
坂

昌
美
※
土
肥
弘
美
※
末
上
聡
※
川

端
勇
一

※
南
野
敏
之
、
大
村
久
美

平
田
友
成
、
高
邑
敦
子
、
浦
田
朱

案
、
平
崎
徹
、
下
沢
京
子
、
下
沢

降
洋
、
大
和
利
康
、
川
上
利
志
、

附
静
男
、
丸
附
久
男
、
山
崎
築
、

金
津
浩
子
、
佐
々
木
涼
子

五
箇

庄
地
区
会
浜
凹
光
司
会
窪
田
隆
記

※
松
倉
秀
夫
※
広
幡
正
※
広
岡
み

ゆ
き
、
佐
波
勝
広
、
浜
田
朝
子
、

佐
波
純
白
、
宇
樟
有
盟
加
、
長
井
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町の工事発注状況 n 
一このコーナーは町が入札を行ったものをぬ殺していますー < HS.10.1-10.31> 

I 事 名 場所 ニ〉子乙医l..lilと 干［，： 高t；~ 3佐 者 初当課
雪悶快適街づく り事業 r1 有限会主｜
町道沼保中央線旅雪総工事

tち｛誌： 1 l月 5.974,000 
荒 川i 組

建設総

！県単rt；山事業
尚イ品i 11H 1,740.700 

有限会社 幾林

南保大林水路工事 大森建設 水産泌

街路事業
幸町
6年
14.883,500 

株式会社
建設株

停車場東旅里J-線道路消雪工事 2月 道府工業所

街路事業
ード町
6 .£p 
13,853,500 

~ti盗屯設工
，建設総

停車場来事聖j線ifi~帯電気工事 2月 量産株式会社

街路事業
~； llfT 
6 if. 小川遮量生工捻

｛ギ車場東主主野線道路改良工事 2H 
47,689,000 ー小松主llrul:ヱ 鐙え宣言集

~共同企総体

制！雪災＊~長
i易のi頼 12月 11 ,639,000 

小川建設工
建設l.*

問TiHi坊の瀬北又線災答復旧工事 業株式会初

w~主義治山事業
商｛米 12月 1,874.600 

有限会社 農林

待H採石谷水路工事 大森建設 ＊＇主総

県主幹it.山梨業
山崎 12月 3,759,500 

有限会社 農林

山崎美被給水路工事 広 川 ＊n水産謀長
訴因快適街づくり事業

花屋敷 1 1月 5,922,500 
株式会全l

処ll.lH栄
町道術尾元屋数線消雲水i原工事 氷見工業所

アゼリア（H83 -2000)へ。

私
た
ち
の
毎
日
の
生
活
で
使
わ

れ
た
水
の
多
く
は
、
そ
の
ま
ま
川

に
流
さ
れ
、
川
や
海
の
汚
れ
の
原

困
と
な
っ
て
い
ま
す
。

い
ま
町
で
は
、
ト
イ
レ
を
水
洗

化
し
、
生
活
雑
排
水
（
台
所
、
風

品
、
洗
濯
等
の
排
水
）
も
併
せ
て

浄
化
槽
設
置
に
補
助

・問合せ

由
佳
チ
、
南
茂
志
穂
、
高
島
宏
茂

南
茂
日
記

南
保
地
区
※
長
津
街

中
心
※
谷
口
広
次
、
長
崎
現
雷
、
永

口
直
樹
、
田
村
め
ぐ
み
、
近
藤
珠

実
、
越
間
幸
栄
、
道
用
広
光

山

崎
地
区
女
大
井
博
徳
食
堀
一
朝
子

※
永
口
正
男
※
普
万
敏
雄
※
大
森

雅
子
※
稲
荷
俊
※
安
達
義
則
※
九

里
正
憲
※
永
口
明
弘
※
小
杉
嘉
博

秋
山
知
水
、
西
国
奈
々
江
、
山
本

晃
、
角
丸
貴
之
、
久
保
田
千
日
間
、

佐
藤
真
寿
美

大
家
圧
地
区
公
岡

問
治
義
※
山
岡
久
嗣
※
住
吉
雅
人

※
清
水
哲
人
※
住
古
川
嘉
人
※
大
菅

定
吉
※
小
川
洋
道
※
取
口
洋
紀

西
田
正
憲
、
高
田
繭
史
、
岡
田
久

江
、
大
背
陽
チ
、
脱
出
作
師
、

一曲

山
附
宏
、
出
水
催
公
け
（
以
上
Mm名
）

ご
協
力
あ
り
が
と
っ
ご
ざ
い
ま
し
た
。

L
’』

- ') 

+ 13 

+ 3 

52 

十 l
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+ 3 

- 52 

+ 1 

+ 1 
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‘
き
れ
い
に
処
埋
す
る
A
n
併
処
理
浄

化
槽
を
設
置
さ
れ
る
場
合
に
、
補

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
補
助
予
定
基
数
に
ま

だ
若
干
の
余
裕
が
あ
り
ま
す
。
平

成

6
年

3
月
ま
で
に
設
置
さ
れ
る

場
合
は
、
ロ
月
げ
日

ω閉
ま
で
に
役

場
住
民
課
（
宮
役
場
内
線

1
1
3
）

へ
巾
し
込
み
く
だ
さ
い
。

悩
み
ご
と
は
あ
り
ま
ゼ
ん
か

人
権
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

ロ
月
4
H
か
ら
刊
日
ま
で
は
、

「
人
権
週
間
」
で
す
。

毎
日
め
生
活
の
中
で
困
っ
た

こ
と
や
悩
み
事
な
ど
が
あ
る
場

合
、
日
山
地
方
法
務
局
魚
津
支

局
（
岱

n
l
0
4
6
1
）
ま
た

は
、
お
近
く
の
人
権
擁
護
委
員

に
お
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
ん
寸
ら

れ
ま
す
。

な
お

朝
日
町
の
人
権
擁
護

委
員
は
次
の

3
名
の
方
々
で
す
。

O
革
針
三
郎
（
官
位
H
1
0
3
4）

O
下
坂
雄
昭
（
E
位

H
0
6
3
5
）

O
斎
藤
俊
雄
（E
mM
H
2
0
5
1
）

23 I + 

ー 17

キ

人

+ 5 

+ 4i 

- 9 

- 61 

- 15 

p
hJV
 

92 

- 24 

弘子｜ー
'I凋－
井ミ,,. 

163 

159 

177 

（中I勾ももJOOi.;) 

m ／’今 lJtt
（かiサイ1:(10例）

!ii" 

よ

（普ーj温品 lkg) 

(;f iL L、 L
（普通i,-;,l kg) 

ャ〆ミ

（普通J~， l I米）

、元与〆

i」4三

自転

血T

食

あ
な
た
の

本
箱

ー
朝
日
町
立
中
央
図
書
館
｜

（

g
mー
0
5
7
4）

新
し
い
本

こ
般
書
）

グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
ジ
ュ
ー
ス

オ
ノ

・
ヨ
ー
コ

こ
ん
な
時
代
に
誰
が
し
た
ノ

ビ
ー
ト
た
け
し

．
去
の
柿
と
贈
り
も
の
谷
村
志
穂

こ
の
パ
カ
を
比
よ
／
両
紙
春
男

や
さ
し
い
魔
法
の
佐
い
方内ーボ

V
火
H
R

亦
じ
ゅ
う
た
ん
の
コ
リ
な
い
糾
土

録

一

比

本

孟

紀

戦

争

と

平

和

と

歌

山

口

淑

子

日
本
列
島
幸
せ
探
し
山
根
来
一世

（小
説
）

怪
物
が
め
ざ
め
る
夜
小
林
信
彦

存
在
の
耐
え
ら
れ
な
い
併
さ

ミ
ラ
ン

・
ク
ン
テ
ラ

愛
と
い
う
名
の
も
と
に
野
島
伸
司

幽

霊

散

歩

道

亦

川

次

郎

渇

く

瀬

戸

内

寂

聴

保

津

峡

殺

人

事

件

津

村

秀

介

愛

と

い

う

字

向

田

邦

子

姥

勝

手

田

辺

聖

子

ま

り

え

の

客

逢

収

剛

夜
の
京
都
殺
人
迷
路

山
村
美
紗

わ
に
わ
に
物
語
H

新
井
素
子

川

伊
豆

・
河
涼
七
滝
に
消
え
た
女

日

西
村
京
太
郎

本
の
紹
介

『
マ
ー
フ
ィ
ー
の
法
則
』

ア
ー
サ

l
・
ブ
ロ
ッ
ク

（誓j!fJJ-,',I ~！（ l 

大取りするより小取りをせよ……ー度に多〈取るよリ少しずつ取うていうたほうがよい総采が符らi.lるe一獲千金を夢みるよリ L.I核実に少し
ずつ利益を重ねていった：1うがよL、。

尽くてまじめな人が，時として火の出るように熱して意外な行動をすることがあるのを火打ち石になぞらえていうの堅い石から火が出る



身近な話題を待っています〈合83－刊00内線204）ヘ。

感動が写っています
一一 北アルプス白馬岳

朝日岳写真展 一一

町
の
山
岳
’
H
然
保
品
川
体

「
大

即応哨

ω仲
似
釘
」
、で
悦
の
北
ア
ル

フ
ス

h
馬
町

・
朝
日
岳
》
真
展
が

小
川
挽
泉
元
場
の
ロ
ビ
ー
で
聞
か

れ
て
い
ま
す
。

写
点
展
に
は
、会
員
を
は
じ
め
、

山
を
愛
す
る
人
た
ち
か
ら
約
五
十

点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
ど
れ
も
大
法
本
山

一
惜
の
山

岳
や
動
刷
物
な
ど
を
テ
ー

マ
と
し

た
力
作
ぞ
ろ
い
。
深
い
感
動
が
いい

わ
ゥ
て
く
る
も
の
ば
か
り
で
す

同
様
は
十
二
川
ト・

一円
ま
で
川同

協
ぜ
ひ
、
ご
は
く
ど
さ
い

創
立
．
h
ト
凶
年
を
迎
え
た
・
h
間

山
小
学
校
で
卜

．
川
卜

一
一川
、
地

域
の
お
年
寄
り
な
ど
を
桁
い
た
ー
ふ

れ
あ
い
出
会
」
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
全
校
児
車
百
七
十

一
人
と
、
招
待
客
の
お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ら
約
．h
人
が

講
立
に
大
集
介
。
く
す
ぶ
を
川
リ

校
放
を
合
叫
し
て
．
h
卜
同
年
を
祝

う
と
と
も
に
、
学
制円
発
表
や
ノ
寸
依

た
ち
の
企
画
し
た
ゲ

l
ム
な
ど
で

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

な
か
で
も
、
お
千
玉
や
め
ん
こ
、

お
は
じ
き
な
ど
の
伝
承
遊
び
で
は、

お
年
寄
り
が
先
生
役
に
｜
。
加
一
代

を
越
え
て
来
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
‘

手
抜
き
は
タ
ブ
ー
で
す

｜
専
門
家
招
き
子
育
て
の
集
い

医
学
や
教
古
川
、
保
有
の
吋
門
相

談
員
を
附
い
て
十

H
二
十
九
日

制
祉
セ
ン
タ
ー
で
子
育
て
に
関
す

る
相
談
会
が
附
か
れ
ま
し
た
。

乳
幼
児
を
持
つ
現
に
と
ゥ
て
は
、

家
庭
で
の
子
供
の
し
つ
け
や
生
泊

料
引
な
ど
は
最
も
関
心
の
あ
る
と

こ
ろ
。
「

f
行
て
に
は
手
抜
き
が

き
か
な
い
」
と
い
勺
た
相
談
員
の

Z

一
担
架
に
う
な
す
き
な
が
ら
、
参
加

者
た
ち
は
熱
の
こ
も
っ
た
討
議
を

辿
し
、
チ
育
て
に
関
す
る
理
解
を

深
め
ま
し
た
の
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女
附
力
女

2
’
次
長

三
年
に
一
度
の
ビ
ッ
グ
な
祭
典

「
朝
日
町
農
林
漁
業
祭
」

が
十

一

月
六
日
、
朝
日
町
中
央
農
協
会
館

を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

野
の
幸
、
山
の
幸
、
そ
し
て
海

の
幸
が
い
っ
ぱ
い
並
ん
だ
会
場
は、

オ
ー
プ
ン
前
か
ら
行
列
が

で
き
る

ほ
ど
の
大
様
汎
。
市
価
よ
り
も
安

い
即
先
コ
ー
ナ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、

午
も
も
肉
の
九
焼
き
コ

ー
ナ
ー
や

三
十
メ
ー
ト
ル
の
ジ
ャ
ン
ボ
の
り

巻
き
づ
く
り
に
は
、
大
勢
の
人
だ

か
り
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
モ
チ
っ
き
大
会
や
カ
ラ

オ
ケ
大
会
、
無
人
ヘ

リ

コ
プ
タ
ー

の
デ
モ
フ
ラ
イ
ト
な
ど
の
ユ
ニ

ー

ク
で
来
し
い
似
し
、
料
即
日
コ
ン
ク

ー
ル
や
農
林
水
産
物

の
品
評
会
も

聞
か
れ
、
会
場
は
終
日
、
多
く
の

人
出
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。

－
ま
ち
の
う
ご
き
＠

木
戸
銭
は
笑
顔
で

｜
病
院
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
寄
席

l

あ
さ
ひ
総
人
い
州
院
で
ト

－
H
ニ

ト
二
円
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
寄
席
が

開
か
れ
、
入
院
忠
者
ら
約
百
人
が

生
の
部
語
を
楽
し
み
ま
し
た
。

病
院
を
訪
れ
た

の
は、

三
遊
山
口γ

良
栄
さ
ん
、
口
来
さ
ん
、
愛
栄
さ

ん
の
真
打
ち
三
人
。

一
時
間
あ
ま

り
に
わ
た
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
が

一

席
ず
つ
待
志
の
噺
を
披
話
。
単
調

な
入
院
生
活
を
送

っ
て

い
る
忠
者

の
皆
さ
ん
を
、
し
ば
し
笑

い
の
世

界
へ
と
引
き
込
み
ま
し
た
。

~＂＇－~1圏闘鵬a膨ら~
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十
一

月
十

一
日
か
ら
毎
週
木
曜

日
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
木
版
画
教

Ji1Jけ出はお土井めに

出生届 14日以内
死亡届 7日以内
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年

朝
日
町
経
企べ
回

生
ま
れ

重
．
坪
な
岩
肌
が
、
そ
そ
り
立
ち
、
荒
れ
狂

う
日
本
海
、
ど
ん
よ
り
し
た
五
が
空
を
お
お

、「ノ
。

ニ
の
作
品
は
、

パ
下
の
険
制
椛
不
知
を
附
い

て
い
る
。
ど
の
作
家
も
、
親
不
知
を
描
き
た

い
と
い
う
が
、
あ
ま
り
に
も
の
険
し
さ
に
、

事
が
進
ま
ぬ
と
い
う
。
谷

U
L
一
度
は
、
Mf

を
置
い

た
が
、
あ
る
日
、
山
を
揃
い
た
作
品

を
縦
に
し
て
た
て
か
け
で
あ
っ
た
の
を
ふ
と

見
て
、
こ
の
梢
凶
が
浮
か
ん
だ
と
い
う
。
作

家
の
枕
綿
は
、
小
川
上
高
〈
、
宅
中
よ
り
山
ド
い

そ
そ
が
れ
て
い
る
e

u

tφ

れ
れ
現
派
独
特
の
庇

々
し
い
州
総
と
と
も
に
、
ス
リ
リ
ン
グ
な
手

側
気
が
、
働
る
も
の
に
せ
ま
る
。

日
本
画
家
谷
口
山
郷
は
、
佐
谷
で
生
ま
れ
、

東
京
に
出
綜
さ
に
行
っ
た
折
、
川
端
画
学
校

で
日
本
州
を
学
ぶ
。
同
じ
く
作
午
し
て
い
た

い
れ

・・

2
日

L

A

h

岩
崎
巴
人
ら
と
と
も
に
‘
一
九
．h
八
年
日
本

ぷ
脱
派
を
倒
立
し
、
近
代

u・
本
州
の
変
市
に

一ナ
引
を
投
じ
る
こ
と
に
な
っ
た

大
胆
強
引
な
構
図
に
よ
っ
て
、
力
強
い
自

然
を
拙
く
こ
の
作
品
は
、
彼
ら
の
主
張
の
い呉

竹
山
と
も
い

え
よ
う
。

常
設
展
「
あ
さ
ひ
の
美
術
」

川
同
月
白
日
出
1
3月
U
自
由

一
般

E
0
0円
小
中
高
生

1
0
0円

Eヨ月 E亙表 11~’
~~~~あさひの朝⑨
期j円をj谷ひ。て

さけの薫製づくり
哨『安翠賢岳且、z

今fドもJOH米から，町のm・
流「小川」にさけが通T.し的
めました。

制U件171<.rfli漁協ではちL年．

さけを取って採卵，ふ化.・ff 

成した後．政流する$業を絞

けていますが，昨年からlli(っ

たさけを悦勺た薫製づく リを

行っています。

t品.;i'tけしたさけを．さらに

しょうゆとみりんに前け．位

低させたうえ，いよす作業・は

約 lj~ IJIJがかり (J)仕事。 MU

のぎiし込む作業場では，制fr

J;J.の併さんによる藁製づくり

が12月初旬まで続きます。

－
平
成

5
年
口
月
号

＠

へ、と~:r: .... ’~－＇－＂＇、．

V
夜
中
川
エ
に
純
〈
州
一が
ひ
と
き
わ
美

し
く
見
え
る
手
節
に
な
り
ま
し
た
。

い
い
も
の
で
ギ
成
・h
年
も
残
り
わ

ず

か

ま

だ

一
か
川
あ
る
と
い
う

も
の
の
、
今
年
も
『
あ
ゥ
と
い
う

聞
に
月
日
が
流
れ
た
』
と
感
じ
て

い
る
人
も
多
い
こ
、
と
で
し
ょ
う
。

V
「
光
陰
た
の
如
し
」
と
は
よ
く
一
言

わ
れ
る
こ
と
で
す
が
、
光
そ
の
む

の
の
ス
ヒ

l
ド
は
紗
泌
に
し
て
三

卜
万
M
C
一
秒
間
に
地
球
を
約
七

周
半
す
る
速
さ
で
す
。
ち
な
み
に

一
光
年
は
、
光
が
一
年
か
か
っ
て

進
む
距
離
の
こ
と
で
、
な
ん
と
九

兆
四
千
六
百
憶
し問
。
ま
さ
に
天
文

学
的
な
数
字
で
、
ち
ょ
っ
と
ピ
ン

と
き
ま
せ
ん
が
、
何
千
、
何
万
光

年
も
離
れ
た
地
の
瞬
き
を
現
代
に

住
む
私
た
ち
が
見
て

い
る
の
だ
と

思
う
と
、
何
だ
か
不
思
議
な
討
持

ち
に
な
勺
て
き
ま
す
。

V
そ
れ
は
き
て
わ
ね
き
、

い
よ
い
よ

十
二
月
。
あ
っ
と

い
う
聞
に
新
し

い
年
が
や
っ
て
き
そ
う
で
す
。
何

か
と
れ
バ
ぜ
わ
し
く
な
る
年
の
作

れ
で
す
が
、
淀
川
胤
で
こ
の

↑
年
を

締
め
く
く
り
た
い
も
の
で
す

込山辺
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